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今
回
の
コ
ソ
ボ
難
民
救
援
活
動
は
日

　
菅
波
　
茂
９
本
政
府
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
関

　
コ
ン
ボ
難
民
は
、
権
謀
術
数
の
渦
巻

く
冷
酷
な
国
際
政
治
の
産
物
と
考
え
ら

れ
る
。
歴
史
が
そ
の
複
雑
さ
を
証
明
し

て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ア
ル
バ
ニ
ア
に

今
年
４
月
４
日
か
ら
医
療
チ
ー
ム
を
派

遣
し
て
、
首
都
テ
ゴ
フ
ナ
と
昔
か
ら
の

国
際
的
な
港
で
あ
る
デ
ュ
ラ
ス
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
ア
ル
バ
ニ
ア
か
。
理
由
は
簡
単

だ
。
コ
ソ
ボ
難
民
が
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族

だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
ア
ル
バ
ニ
ア

に
来
た
難
民
の
約
７
割
が
一
般
家
庭
に

同
居
し
て
い
る
。
数
十
万
人
の
難
民
と

い
え
ば
、
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
国
連
関

係
機
関
や
民
間
団
体
が
せ
わ
し
く
動
き

ま
わ
り
、
難
民
の
悲
惨
な
状
況
が
野
に

満
ち
る
。
こ
れ
が
典
型
的
な
難
民
の
構

図
と
す
れ
ば
、
砂
に
水
が
染
み
込
む
よ

コソボ難民救援
係
に
画
期
的
な
新
機
軸
を

も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、

日
本
政
府
に
よ
る
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
全
面
的
支
援

体
制
で
あ
る
。
日
本
政
府

は
北
大
西
洋
条
約
機
構

　
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
対
し
て

戦
費
負
担
を
拒
否
し
、
人

道
援
助
を
実
施
す
る
こ
と

を
明
言
し
た
。
し
か
し
、

政
府
ペ
ー
ス
の
自
衛
隊
や

国
際
緊
急
援
助
隊
を
派
遣

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
代

わ
り
に
、
緊
急
人
道
援
助
の
出
来
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
体
制
を
一
気
に
推
進
し

た
こ
と
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
難
民
問
題
に
は
長
期

支
援
体
制
が
必
要
だ
。
日
本
に
ア
ル
バ

ニ
ア
大
使
館
は
な
い
の
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

市
民
グ
ル
ー
プ
「
日
本
・
ア
ル
バ
ニ
ア

協
会
」
の
支
援
を
受
け
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
ア
ル
バ
ニ
ア
支
部
を
発
足
さ
せ
る

準
備
に
入
っ
た
。
子
－
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で

は
昨
年
、
セ
ル
ビ
ア
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
部

を
発
足
さ
せ
た
。
バ
ル
カ
ン
半
島
の
難

民
問
題
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
人
道
援

助
が
実
施
で
き
る
体
制
は
今
後
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
お
よ
び
日
本
に
と
っ
て
も
不
可
欠

だ
。
　
人
間
だ
れ
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た

い
気
持
ち
が
あ
る
。
援
助
を
受
け
る
側
・

に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。
だ
れ
で
も
社

会
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
い
気
持
ち
が
あ

る
。
現
地
の
こ
と
は
現
地
の
人
た
ち
が

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
支
部
発
足
の
理
由
だ
。
そ
し
て
支

部
間
で
助
け
合
う
。
「
困
っ
た
と
き
は

お
互
い
さ
ま
」
。
こ
の
相
互
扶
助
思
想

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
行
動
原
理
で
あ
る
。

　
（
ア
ジ
ア
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師
連
絡
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会
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、
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字
は
筆
者
）
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